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りませんでした。 6 年間の小学校での勉学の後、修業年限 5 年の中学校を終え、そ

















































































































































































る⽛ 6・3・3 制⽜が導入され、 6 年間の小学校教育と 3 年間の中学校教育が義務制













































































教育機関名 所在地 対象など 設立関係機関etc.
立教大学 東京 アメリカ聖公会
立教高等学校・中学校 東京 男子 同上
立教女学院高等学校・中学校 〃 女子 同上
香蘭女学校高等科・中等科 〃 女子 SPG系
桃山学院高等学校・中学校 大阪 男子 CMS
プール学院短期大学 大阪 女子 〃
プール学院高等学校・中学校 〃 〃 〃
松蔭短期大学 神戸 女子 英文科・キリスト教科
松蔭高等学校・中学校 〃 女子 SPG関連女子宣教団
東京神学校 東京 大学卒業生、全教派対象
聖書学校 京都
平安女学院短期大学 京都 女子 英語学科・児童学科
平安女学院高等学校・中学校 〃 〃 アメリカ聖公会
桃山学院高等学校・中学校 大阪 男子 CMS














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本に対する爆撃は、1945年 1 月から本格化しました。爆撃は、同年の 8 月、戦
争終結とともに終わりましたが、その被害は、何年にもわたって砲撃を受けたイギ
リスよりも酷いものでした。これは、建物が木造が主であったため見境もなく飛び






を始めました。その時、広島に原子爆弾が投下されました。そしてその 3 日後に 2






























































































































































東 北 T・S・中村主教 1944年
北関東 J・N・大久保主教 1947年





中 部 K・K・大西主教 1944年*
(補佐主教) P・S・パウェルズ主教 1948年
京 都 J・佐々木主教 1941年
大 阪 S・柳原主教 1940年
神 戸 M・H・八代主教 1940年



















これらのうちの最初の 3 つの教会と⽛オールセインツ教会⽜は、神戸の市街地の 4 分
の 3 が灰燼に帰した1945年 6 月 5 日の神戸大空襲によって焼け落ちてしまいました。
⽛イングリッシュ・ミッション・スクール⽜と云われていた SPGの学校も全焼し、松











































































































































































































































































































このような場合、八代師は、常に 2 ～ 3 人の神学科の学生を手元に置き、彼らに指
図されるのでした。彼らは同師が如何に教会の人々を大事に思っておられるかを知










































































人主教たちと 1 人の補佐主教の 4 人の主教が遂に意を決して、外国人主教たちに主
教座を引き渡し、男性の宣教師たちにはその教会を去ってもらって欲しいとの申し






































































































































































































八代主教は、このあと、 2 人のうちのお 1 人としてアムステルダムでの世界教会
協議会に出席され、その後バンコクの東亜キリスト教協議会に出席され、インド・
ビルマ〔現ミャンマー〕・シャム〔現タイ国〕・マニラ・ホノルル・オーストラリア・ニ



























以上が、神戸における復興事業の始まりだったのです。 6 つあった教会のうちの 4
つが焼失し、松蔭高等女学校もその 4 分の 3 が焼失していました。だから、なすべ
き仕事は幾らでもあったのです。











































































































































































































































































































































































































るように乞われるのですが、その畳は、 3 フィート× 6 フィートの大きさで厚みは

































右手の方には、その足もとに、きれいに磨き上げられた高さ 3 インチ、長さ 6フィート、



































































































































































































































































































































































婦人の一人が 2 杯目のご飯を戴けないと思っておられると察した場合には、 1 杯目
のご飯が未だ大きく減っていない段階で、客人に対してお代わりを促します。これ








































































































































































































ととなり、その赤ん坊は1941年 1 月 1 日には 2 歳となり、1942年 1 月 1 日には 3 歳























































































































































































彼女からは、 3 円から 6 円のものがお返しとして送って来られるでしょう。特に、
大変だろうと思って差し上げた贈り物に対してもこのような始末となるのです。
学校の先生は、試験の前なら贈り物を受け取ることを辞退することが許されても
いいのではないでしょうか񩀢񩀢 このような慣例を作ることはいいことだと思われませ
んか񩀢񩀢 もし、試験の前にそのことのために親御さんからの接触がなかった場合な
ど、試験の合格のお礼に親御さんから何等かの贈り物をいただくことは決して悪い
ことではないと思います。純粋なお礼の気持ちの表明として受け取ればいいのです。
贈り物が女中さんとかいった代人によって、きちんとした包みに入ったかたちで
届けられた場合は、その包みを開いてその中に白い紙を 2 枚入れ、それを包んで、
それを持参した代人を通じてお返しするのが礼儀とされていたのですが、この様な
仕来りも今ではだんだんと廃れて来ています。
しばしば食事に招待されるような場合、お正月とかお盆にその家の女中さんに下
駄などの贈り物を上げるとか、ごみ屋さんとか郵便配達員に、年に 2 回程度、小さ
な物を上げるのはいいことではないでしょうか。
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